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�
６
月
１２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
平
成
２２
年
度
校
友

会
代
議
員
会
」
が
開
催
さ
れ

た
∥
写
真
。
全
国
か
ら
代
議

員
１
２
０
人
が
出
席
（
委
任

状
４
１
５
人
）
し
、
今
後
の

校
友
会
活
動
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
し
た
。

は
じ
め
に
甘
竹
秀
雄
校
友

会
長
が
「
財
政
基
盤
の
充

実
、
組
織
の
拡
充
の
２
点
が

近
年
の
大
き
な
課
題
で
す
。

会
の
発
展
の
た
め
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
議
事
で
は
、
「
平
成
２１

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

・
監
査
報
告
」
「
平
成
２２
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
」が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
４
号
館
３
・
４
階
の
心

理
学
科
の
各
分
野
の
実
験
室

・
実
習
室
と
研
究
室
で
は
、在

学
生
た
ち
が
研
究
発
表
ポ
ス

タ
ー
や
実
験
装
置
の
展
示
、

ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で

日
ご
ろ
の
研
究
風
景
や
最
新

成
果
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
キ

ッ
ズ
ル
ー
ム
を
設
け
、
大
学

院
生
が
子
ど
も
た
ち
の
世
話

を
す
る
な
ど
行
き
届
い
た
サ

ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
た
。
同
期

生
同
士
が
集
ま
り
や
す
い
よ

う
に
設
定
さ
れ
た
「
出
会
い

の
場
」で
は
、先
生
方
も
交
じ

っ
て
近
況
報
告
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。ま
た
、心
理
学
研
究

室
に
ち
な
ん
だ
「
心
理
学
研

究
室
検
定
」も
あ
り
、成
績
優

秀
者
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
４
号
館
の
ほ

か
昨
年
完
成
し
た
１１
号
館
・

心
理
教
育
相
談
室
の
観
察

室
、
箱
庭
室
、
検
査
室
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
充
実
し
た

施
設
も
見
学
し
、
一
様
に
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
下
斗

米
淳
学
科
長
は
「
心
理
学
科

は
、
１
９
６
６
年
に
文
学
部

人
文
学
科
心
理
学
コ
ー
ス
と

し
て
ス
タ
ー
ト
以
来
、
多
く

の
諸
先
生
、
諸
先
輩
方
に
育

て
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
『
新
生
』
心
理
学
科
の

誕
生
に
合
わ
せ
、
施
設
や
設

備
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
本

日
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
を

お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
貫
し
て
一
人
ひ
と

り
の
学
生
・
院
生
の
顔
が
見

え
る
教
育
を
実
践
し
て
き
た

伝
統
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

長
く
学
生
相
談
室
員
な
ど

を
務
め
た
森
武
夫
名
誉
教
授

の
発
声
で
乾
杯
し
、
学
生
時

代
の
思
い
出
を
語
り
合
い
な

が
ら
歓
談
し
た
。

今
年
度
、
人
間
科
学
部
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
心
理
学
科
は
、
記
念

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
５
月
３０
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
め
て
開
催
し
た
。

新
施
設
見
学
者
２
２
３
人
、
そ
の
後
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
１
６
４
人
の
卒
業
生

と
家
族
、
関
係
者
ら
が
訪
れ
、
旧
交
を
温
め
た
。
当
日
の
様
子
は
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム

で
配
信
し
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
卒
業
生
に
も
雰
囲
気
を
伝
え
た
。

医
用
生
体
工
学
を
研
究

▽
山
崎
清
之
さ
ん
（
昭
５６
・

東
條
正
城
ゼ
ミ
）

当
時
は
４

号
館
４
階
の

み
の
施
設
で

し
た
か
ら
、

学
習
・
研
究
環
境
は
格
段
に

素
晴
ら
し
く
な
り
ま
し
た

ね
。
生
理
学
的
心
理
学
を
学

び
ま
し
た
が
、
専
大
は
早
く

か
ら
そ
の
分
野
に
注
目
し
て

い
て
、
珍
し
か
っ
た
で
す

ね
。
現
在
は
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
東
海
大
で
医
用
生

体
工
学
の
研
究
を
重
ね
て
い

ま
す
。

定
年
後
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▽
福
富
孝
至
さ
ん
（
昭
４５
・

金
城
辰
夫
ゼ
ミ
）

１
期
生
約

４０

人

の

中

で
、
心
理
学

関
係
の
仕
事

に
就
け
た
の
は
私
を
含
め

２
、
３
人
と
い
う
状
況
で
し

た
。
茨
城
県
の
職
員
と
し
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
、
定
年
後
は

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
の
大
学

院
で
学
び
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

う
ら
や
ま
し
い
環
境

▽
柳
場
（
旧
姓

鈴
木
）
千

香
子
さ
ん
（
平
１４
文
、
平
１７

院
文
修
・
高
田
夏
子
ゼ
ミ
）

パ
ソ
コ
ン
を
順
番
で
使
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
最
新
の

パ
ソ
コ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る

環
境
は
う
ら
や
ま
し
い
で

す
。
子
育
て
の
た
め
臨
床
心

理
士
の
仕
事
を
一
時
辞
め
ま

し
た
が
、
子
ど
も
が
成
長
し

た
ら
、
ま
た
働
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
接

し
て
い
る
と
、
学
ん
だ
知
識

が
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
取

締
役
（
中
部
地
区
本
部
長
・

名
古
屋
支
社
長
）
で
本
社
・

情
報
本
部
長
も
務
め
る
著
者

が
『
取
引
・
信
用
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
』
（
第
４
７
３

号
既
報
）
の
姉
妹
書
と
し
て

上
梓
し
た
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
手
法
か

ら
、
与
信
限
度
の

設
定
と
運
用
を
具

体
的
か
つ
実
践
的
に
考
察

し
、
過
去
の
研
究
が
行
き
詰

ま
り
を
見
せ
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
、
一
つ
の
解
答
を
示

し
た
も
の
。
１５
年
前
、
新
入

社
員
研
修
講
師
を
務
め
た
際

に
感
じ
た
「
も
っ
と
明
確
な

説
明
を
し
た
か
っ
た
」
と
い

う
思
い
を
結
実
さ
せ
た
１
冊

（
中
央
経
済
社
・
本
体
２
８

０
０
円
＋
税
）。

▽
６
月
２６
日
（
土
）
１２
時

▽
東
京
・
九
段
下
「
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
」
２
階
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ム

●
お
問
い
合
わ
せ
は
校
友
会

事
務
局
☎
０３
（
３
２
６
５
）

７
５
７
９
ま
で
。

た

ど

静
か
な
多
度
の
町
は
５
月

初
旬
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
。
多
度
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
、
上
げ
馬
神
事
が
展

開
さ
れ
る
か
ら
だ
。
少
年
騎が

け

手
が
人
馬
一
体
と
な
っ
て
崖

を
駈
け
上
が
る
勇
壮
な
馬
の

神
事
は
、
７
０
０
年
の
歴
史

を
持
ち
、
三
重
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。
今
年
も
県
内
外
か
ら
十

数
万
人
が
訪
れ
た
。

天
照
大
御
神
の
御
子
神
・

天
津
彦
根
命
を
主
祭
神
と

し
、
北
伊
勢
大
神
宮
と
も
称

さ
れ
る
格
式
あ
る
大
社
。
そ

の
総
責
任
者
に

２
０
０
７
年
、

就
任
し
た
。

神
社
に
お
け

る
宮
司
の
存
在さ

い

は
大
き
い
。
祭

し祀
の
責
任
者
で

あ
り
、
社
務
や

神
職
・
職
員
の

管
理
者
で
も
あ

る
。「

地
域
の
人

々
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す

か

ら
」
。
穏
や
か

な
表
情
を
く
ず
さ
な
い
。

き
っ
か
け
は
、
高
校
時

し
ょ
う

代
、
雅
楽
の
管
楽
器
、
笙
を

習
い
始
め
た
こ
と
。
哀
愁
に

満
ち
た
独
特
の
音
色
に
魅
せ

ら
れ
、大
社
所
属
の
楽
団「
鯨

山
会
」
に
入
っ
た
。

「
音
を
鳴
ら
す
と
気
持
ち

が
落
ち
着
く
ん
で
す
よ
。
最

大
の
楽
し
み
は
、
練
習
後
の

懇
親
会
で
し
た
」

け
い
こ
は
、
専
修
大
学
文

学
部
国
文
学
科
時
代
も
帰
郷

す
る
ご
と
に
続
け
ら
れ
た
。

就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
た
が

「
ぜ
ひ
資
格
を
」―
と
当
時
の

神
職
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
卒

業
後
、
國
學
院
大
学
神
道
学

専
攻
科
に
進
学
。
宮
司
へ
の

道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

多
度
大
社
は
、
神
が
宿
る

あ
が

山
と
し
て
古
代
か
ら
崇
め
ら

れ
て
き
た
多
度
山
の
ふ
も
と

に
あ
る
。
辺
り
は
、
山
あ
り

川
あ
り
滝
あ
り
の
ま
さ
に
鎮

も
り

守
の
杜
で
、
人
々
の
憩
い
の

場
。
「
懐
の
深
い
親
し
み
や

す
い
神
社
」
を
目
指
し
て
、

積
極
的
に
地
域
に
出
る
。
地

元
の
青
少
年
会
館
館
長
も
務

め
、
若
人
の
育
成
に
も
尽

力
。「

最
近
の
日
本
社
会
は
、

物
質
的
豊
か
さ
と
引
き
換
え

に
、
人
間
と
し
て
の
心
を
失

っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

「
一
木
一
草
」
目
の
前
の

す
べ
て
に
感
謝
す
る
気
持

ち
、
大
い
な
る
自
然
に
対
す

い

け
い

る
畏
敬
の
念
。
寛
容
の
精

神
。「
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、

変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」。

※
写
真
は
多
度
祭
り
で
馬
に

ま
た
が
る
塚
原
宮
司

３
月
に
定
年
退
職
し
た
竹

村
憲
郎
名
誉
教
授
（
元
経
営

学
部
教
授
）
を
慰
労
す
る「
竹

村
憲
郎
先
生
ご
夫
妻
を
囲
む

会
」
が
５
月
２９
日
、
東
京
・

九
段
下
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

パ
レ
ス
で
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
竹
村
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
Ｏ
Ｂ
会
「
竹
鳳
会
」
が

主
催
し
た
も
の
で
、
第
１
期

か
ら
第
３７
期
ま
で
の
卒
業
生

ら
約
１
２
０
人
が
集
合
。
久

し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ

会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
竹

村
名
誉
教
授
ご
夫
妻
を
交

え
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
互
い

の
近
況
報
告
や
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
た
。

田
村

哲
丸
氏
（
た
む
ら

・
て
つ
ま
る
∥
昭
４７
法
）
ヤ

マ
エ
久
野
㈱
の
新
社
長
に
６

月
２５
日
付
で
就
任
予
定
。
本

社
∥
福
岡
市
。
食
品
、
農
産

物
等
の
製
造
・
販
売
ほ
か
。

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
設
立

５０
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
〉

▽
７
月
２４
日
（
土
）
①
記
念

講
演
∥
日
髙
義
博
理
事
長
・

学
長

１５
時
３０
分
～
②
総
会


１７
時
～
③
懇
親
会

１８
時

～
▽
札
幌
市
中
央
区
「
ロ
イ

ト
ン
札
幌
」

荒
巻
耕
一
郎

氏
☎
０
９
０
（
４
６
２
７
）

６
３
９
８
、

０
１
１
（
６

８
１
）
３
１
２
４

開 催 日：７月２３日（金）１２時スタート

場 所：北海道北広島市 廣済堂札幌カントリー倶楽部

参加資格：校友（年会費納入者）、本学教職員、育友、同伴者

募集人数：１００人（２５組）先着順、定員になり次第締め切り。

申 込 金：５，０００円、三菱東京ＵＦＪ銀行神田支店 普１１０６２７６

（学）専修大学校友会に電信扱いでお振込みください。

プレー費：８，５００円（当日支払い）キャディーフィー含む

申込期限：６月２５日（金）必着

申込方法：申込金５，０００円をお振込みの上、申込書を下記あてに

郵送またはファクスしてください。現金書留で送金さ

れる場合は申込書と一緒に下記あてに送付してくださ

い。

送付・問い合せ先：〒１０１－８４２５ 東京都千代田区神保町３－８

専修大学校友会事務局 ゴルフ大会係

�０３（３２６５）７５７９ Fax０３（３２６５）７０８９

校
友
会
代
議
員
会
を
開
催

充
実
し
た
施
設
に
感
嘆
の
声

恩
師
、
旧
友
と
交
流
深
め
る

▲ １１号館の心理教育相談室

にも多くの見学者が

竹
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
会

第１１回校友会アドニスカップ札幌ゴルフ大会

人間科学部心理学科開設記念

▲ あいさつする

下斗米学科長

参
加
者
の
声

与与
信信
限限
度度
のの
実実
務務

高
市

幸
男（
昭
５２
商
）著

－雅楽のけいこ…神職へ－

三
重
県
・
多
度
大
社

異
色
の
宮
司

▲ 「検定」に取り組む卒業生の皆さん

つ
か

は
ら

と
く

お

塚
原

德
生
さ
ん

▲ クラスメートと先生が

久しぶりの再会

（
昭
５３
文
）

（８）２０１０年（平成２２年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７７号


